





















































第4章 調 湿 ・潜熱蓄熱建材 が建 築熱環境 と暖冷房負荷 に及 ぼす影響
　 第4章 では,調 湿 と潜熱蓄熱の機能 を有す る建材 を開発 し,省 エネル ギー の観 点か ら最適 な
使用方 法について検討 した。6地 域(岡 山)を 対象 とした暖冷房負荷 のパ ラメ トリック感度解
析 を基 に設計施 工指針 を提案 し,そ の指針 を基準 として1～7地 域 において暖冷房負荷 の削減
効果 を算定 した。基本指針 をPCM融 点18～22℃,　PCM容量0.35MJ/m3とし,床 お よび外気 に
接す る部位 にPCM建 材 を,床 以外の部位 に調湿建材 を施 工す る と,年 間暖冷房負荷が最低 と
な り,中 間期 に は自然状態で も室内温湿度 を快適環境 に長時間維持で きる ことを示 した。ただ
し,各 地 の期 問暖冷房負荷 の削減効果 にはば らっ きが見 られ る。2地 域(岩 見沢)の 削減量 は
636MJ(4%)程度 であるが,5地 域(宇 都 宮)で は2,506MJ(28%)にも達 した。 そこで,東
西南鉛直面への入射目射量と暖房負荷削減量には高い相関関係があること,PCM建材による暖
房負荷の削減効果は冷房負荷に比べて極めて大きいことから,暖房負荷に特化して日射量から
PCMの最適容量を推定できることも提示した。
第5章　総括結論
　第5章 では,各章で得られた知見をまとめて総括とした。
